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第１５回通常総会ご挨拶（要旨） 

 

ＮＰＯそばネットジャパン代表理事 阿部成男 

 

今回の総会は「そばネット埼玉」から「そばネットジャパン」への新たなる旅立ちとなる記念

すべき総会になるものとして、２月１７日開催の第１６８回理事会（ＨＰ議事概要掲載済み）で５

月２４日、さいたま市民会館を予約し、総会後にはジャパンスタート祝賀交流会を計画してい

たものです。 

 そのころは丁度ダイヤモンドプリンセス号が横浜に入港して、連日、新型コロナウィルスの

報道がありましたが、多くの国民はその後の国内感染拡大から、緊急事態宣言が発動される

ようになるとは想像もしなかったと思います。 

 そばネット埼玉も３月に予定していた全麺協三段位埼玉認定会、年度末恒例の会員対抗選

手権大会を中止、指導者養成道場の休講などすべての事業が今現在まで休止となっており

ます。 

そして、緊急事態宣言は解除されたものの、待望のワクチン、治療薬の開発はまだ途上で

あり、人の動きが活発になれば感染の再拡大は避けられない状況となっており、さらに、今や

世界中がコロナ禍で混乱していて、日本だけが感染を収束させたとしても世界が収束に向か

わなければ完全な終息にはなりません。 

しかしながら、人類の歴史においては疫病との戦いの連続であり、新型コロナウィルスをも

必ず克服することが可能であるはずです。 

せっかくの記念すべき総会の挨拶で冒頭から恐縮でしたが、悲観してばかりでは前を進め

ないことは明らかであり、このような状況の中で私たちにできることは何か？ 

私たちは、そば打ちを楽しみ、仲間と交流を図り、自らの人生に潤いをもたらしながら伝統

食文化である手打ちそばの継承・発展に寄与する人「そばづくりスト」であり、ＮＰＯそばネット

ジャパンは「そばづくりスト」の集団なのです。 

一人でできることは限界がありますが、同じ目標を共有する多くの「そばづくりスト」が協力

すれば思いもかけないことが可能となるはずです。 

そのはじめは「知恵を出し合うこと」ではないでしょうか。 

このコロナ禍でも、いや、「コロナ禍だからこそできること」が必ずあるはずです。 

“組織は人なり”とよく言われますが、どのようにち密に作られた組織でも、動かすのは“人”

であり一人一人が組織の理念を理解して行動すればどのような困難でも乗り切れる組織とな

るはずです。 

そばネットジャパンとしての初年度の事業計画を提案しておりますが、当然、コロナ禍での

実施となり、ある意味で未知の部分が多くなるはずで、容易なことではないと思います。 

この度のコロナ禍で得た教訓は「今までの生活様式では通用しない。」ということで、これは

世界各国でも同様ではないでしょうか。 

それならば、「新しい生活様式を創造する。」というチャレンジができることになります。 

幸い、ＮＰＯそばネットジャパンは１５年前「新しいそば打ち集団」として立ち上げ、他の団体

では行ってない「全日本そば打ちマスターズ大会」、「全日本さらしなそば打ち名人大会」、「全

日本創作そば料理コンテスト」、「手打ちそばアカデミー」、「そばロスＺＥＲＯ」など、手打ちそ

ばイベントの先駆者となって事業を展開してまいりました。 

♪♪♪ ＮＰＯそばネットジャパンは、会員の一人一人が知恵を出し合って「手打ちそば活

動における新しい様式」を創造します♪♪♪ 

そう思うと何か楽しくなってきませんか。 



第１号議案 

 

令和元年度 事業報告（案） 
 

１ 事業の成果 

   NPO法人そばネット埼玉（以下「そばネット」という。）は、伝統食文化として

の“手打ちそば”の健全なる普及・発展を目指した活動を展開しています。 

   令和元年度は、設立 14 年を経過して、主に既存事業の充実に力点を置きまし

た。 

１）手打ちそばの普及・啓発活動及び ２）手打ちそばを通じた食育活動を 2

本柱とし、１）では、「全麺協素人そば打ち段位認定会」、「手打ちそばアカデミー

inさいたま」、「手打ちそば指導者養成道場」を、さらに、多様性のあるそば打ち、

そば料理などの普及のための事業を推進しました。ただし、２）では、例年開催

している小学生対象にした「親子そば打ち体験教室」が年度内に開催することが

できませんでした。 

   さらに、新型コロナウィルス感染拡大に伴い、例年３月に実施している「全麺 

協素人そば打ち段位埼玉認定会（三段）」、「会員対抗選手権大会」及び「指導者養 

成道場」を中止せざるを得ませんでした。 

  以下に、実施事業ごとの成果を報告します。 

 

１）手打ちそばの普及・啓発活動 

① 2020全麺協素人そば打ち段位埼玉認定会（初段・二段）の開催 

  15回目となる段位認定会（初段・二段）を開催しました。 

  実施時期：令和 2年 1月 18日（土）19日（日） 

  会  場：埼玉県県民活動総合センター 

  受験者数 初段 ５９人 二段 ４４人 

初段については全員が合格しました。今回高校生の受験者が１名であった

ため（昨年５人）、平均年齢が少し上がりました。 

二段は 44人受験（前年度比 4人減）で全員が合格となりました。 

② 2020全麺協素人そば打ち段位埼玉認定会（三段）の開催中止 

  10回目となる段位認定会（三段）を、令和 2年 3月 14日（土）15日（日） 

  に開催することで進めており、７９人の受験者も確定しておりましたが、新型コロ

ナウィルス感染が全国的に拡大し、会場の埼玉県でも増加してきたとの報道があ

ったことから、全麺協理事長から「中止または延期」の要請書が届き、３月７日付

けで開催中止の決定通知を全受験予定者に通知したものです。 

その後、３月中に全受検予定者に納付済みの受験料全額を返金しました。 

 

③ 「手打ちそばアカデミーin さいたま」の開催 

会員がそばに関する幅広い知識を習得し、手打ちそばの普及活動に生かせる

よう「ミニそば大学」として定着しているもので、今年度も計画通り３回開催するこ

とができました。 

1



   

・ 第 38回 技術系  

令和元年 9月 7日（土）13：00～16：00 

会場：埼玉県県民活動総合センター 2階 セミナーホール 1 

「そば打ち技術交流会」 初級・中級・上級 

個別指導受講者 ２２人 見学者 ４３人 講師１８人 計 ８３人 

四段位埼玉認定会が１０月開催だったこともあり、個別指導受講者は全員

上級クラスとなりました。 

 

・ 第 39回 学術・技術系 

令和元年 11月 23日（土）9：30～ 

会場：埼玉県県民活動総合センター 2階 セミナーホール 1 

第 1部「論語に学ぶ そばと向き合う心の処方箋」（9:45～11：15） 

講師 打越 竜也（うちこし たつや）氏 

「子曰く、学びて時に之を習う。亦説(よろこ)ばしからずや。」（孔子はおっしゃ

いました。習ったことを、機会があるごとに復習し身につけていくことは、なん

と喜ばしいことでしょうか。）など、私たちそば打ち愛好者にとって、心に響く

論語の教えを分かりやすく説明をいただき、多くの受講生が学ぶことの大切

さを理解したようです。 

第 2部 そば打ち技術交流会 

名人に学ぶ 

デモと指導：折笠政弘 氏 第 15代全日本素人そば打ち名人 

        全十勝手打ち蕎麦推進協議会  

        平松一馬 氏 第 17代全日本素人そば打ち名人 

全十勝手打ち蕎麦推進協議会  

           受講者 １０４人 

 

・ 第 40回 技術系 

令和元年 12月 21日（土） 

会場：埼玉県県民活動総合センター 2階 セミナーホール 1 

さらしなそば打ち入門 

9：30～10：00 さらしなそば打ちの魅力について 

10：00～11：30 さらしなそば打ち名人模範演技 

         第 3代全日本さらしなそば打ち名人      柴 崎 友 子 

         第 3代全日本さらしな変わりそば打ち名人  小 林 秀 美 

午後から 初級コースとして 400+100 を１２人が個別指導を受け、デモで打

ったさらしなそばの試食を行った。 

受講生６４人 

 

④  「手打ちそば指導者養成道場」の開催 

   手打ちそばの普及に不可欠な“指導者”の養成を昨年度に引き続き実施しまし
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た。 

   実施内容：1期 6回（3 ヶ月）、土・木 2 ｺｰｽで 4期 

   対象者 ：そばネット会員（団体・個人）でそば打ち教室等の指導者を目指す者 

   実施時期：年間 

   会  場：そばネット埼玉そば打ち道場 

 全麺協認証道場として位置づけられ、受講生の数も増加し、土・木の 3 コ

ースで、延べ 211人（前年度 215人）が受講しました。 

この講座は、手打ちそばの指導者として期待される全麺協三段位以上の合

格者を目指す方も多く、今年度、受講生から四段は埼玉認定会で１１人、宇

都宮認定会で６人合格しました。なお、三段は埼玉認定会が新型コロナウィ

ルス感染拡大のため中止となりました。 

 

⑤  第 3回全日本さらしなそば打ち名人大会の開催 

      さらしなそば打ちの普及を目指して開催しているこの大会も 3回目となり、少しず 

つではあるがさらしなそば打ちの魅力を広げてきています。 

       開催日：令和元年 6月 22日（土） 

 会 場：埼玉県県民活動総合センター 

 内 容：さらしな外二の部 さらしな変わりそばの部 

さらしな外二の部 出場者 16名 

賞 氏名 住所地 所属 

名 人 柴崎友子 埼玉県久喜市 杉戸麺打愛好会小川道場 

準名人 和田 勇 埼玉県加須市 分桜流・彩次郎蕎麦打ち会 

準名人 小林秀美 埼玉県白岡市 杉戸麺打愛好会小川道場 

優秀賞 川鍋敏雄 埼玉県古河市 そば塾元右エ門 

優秀賞 高田 之 東京都中野区 蕎遊庵蕎麦打ち教室 

優秀賞 加藤孝子 埼玉県加須市 分桜流・彩次郎蕎麦打ち会 

 

変わりそばの部 出場者 9名 

賞 氏名 住所地 所属 

名 人 小林秀美 埼玉県白岡市 杉戸麺打愛好会小川道場 

準名人 加藤孝子 埼玉県加須市 分桜流・彩次郎蕎麦打ち会 

準名人 柴崎友子 埼玉県久喜市 杉戸麺打愛好会小川道場 

優秀賞 川鍋敏雄 埼玉県古河市 そば塾元右エ門 

優秀賞 高田 之 東京都中野区 蕎遊庵蕎麦打ち教室 

優秀賞 佐藤みゆき 東京都台東区 NPO法人そばネット埼玉 

 

⑥  第 1回全日本そば打ちマスターズ大会の開催 

 日本の高齢化が進む中、高齢者がいつまでも楽しくそば打ちを続けられるため

に、「全日本シニアそば打ち選手権大会」を 3 回、発展的に「全日本シニアそば

打ち達人大会」を 2回開催してきたが、より多くの世代が参加できること、年齢別
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に連続して参加できることが望ましいとして、今年度から「全日本そば打ちマスタ

ーズ大会」として開催しました。 

 開催日：令和元年 9月 8日（日） 

 会 場：埼玉県県民活動総合センター 

年齢 60～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90～ 
クラス SJ S SS G GG GGG 

入賞者一覧 

 賞 氏名 住所地 所属団体 

GG 優勝 小 髙 ミヨ子 鴻巣市 北本蕎深会 

G 

優勝 深 井 昭 芳 北本市 北本蕎深会 

準優勝 木 川 義 朗 四街道市 ふるさと蕎麦の会 

第 3位 五十嵐 一雄 松戸市 NPOそばネット埼玉 

優秀賞 野 口 信 夫 吉見町 北本蕎深会 

優秀賞 小 川   栄 久喜市 北本蕎深会 

SS 

優勝 石 井 佐 富 筑西市 彩蕎一門会 

準優勝 齋 藤   裕 東京都北区 江戸流手打ちそば 二・八の会 

第 3位 髙橋 志津子 越谷市 しらこばと蕎麦打ち会 

優秀賞 小 山 周 三 入間市 いるま蕎麦打ち俱楽部 

優秀賞  竹 内 正 夫 佐倉市 千葉県そば推進協議会 

S 

優勝 長 﨑 幸 村 美浦村 いばらき蕎麦の会 

準優勝 折 原 茂 夫 杉戸町 彩蕎一門会 

第 3位 小 島   潔 野田市 杉戸麺打愛好会小川道場 

優秀賞 野川 いね子 久喜市 分桜流・彩次郎蕎麦打ち会 

優秀賞 野 川 好 廣 久喜市 分桜流・彩次郎蕎麦打ち会 

SJ 

優勝 川 鍋 敏 雄 久喜市 そば塾元右ｴ門 

準優勝 吉田 久美子 久喜市 彩蕎一門会 

第 3位 代 市 一 夫 茂原市 生命の森蕎麦打ち倶楽部 

優秀賞 鈴 木 純 子 佐倉市 さくら蕎麦の会 

優秀賞 宮永 三喜男 久喜市 彩蕎一門会 

 

⑦  第 7回全日本創作そば料理コンテストの開催 

  手打ちそば愛好家だけでなく、「そば」が身近な料理として、多くの人々に愛さ

れる食材として利用されることを目指して、全国に発信するそば料理コンテスト

を開催しました。 

 開催日：令和 2年 2月 11日（火） 

会 場：埼玉県県民活動総合センター 

対 象：全国（外国も可）、プロ・アマを問わず 

第７回全日本創作そば料理コンテスト入賞者 

賞 料理名 出品者 住所地 

一般の部（６出品） 
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金賞 柚子切り de珍味焼売 小林秀美 白岡市 

銀賞 そばの変わり田楽２種 村井なお子 宇都宮市 

銅賞 蕎麦粉入りワンタン 高久トシ子 栃木市 

スウィーツの部（４出品） 

金賞 そば粉のスコーンそば粉のアイスクリ

ーム添え 

望月信子 江戸川区 

銀賞 そば金時プリン 柴崎友子 久喜市 

銅賞 そば粉のくるみゆべし 深澤 功 宇都宮市 

そばロスゼロの部（９出品） 

金賞  蕎麦ロールカツ 3種のソース添え 大野智子 さいたま市 

銀賞 蕎麦ライスでつくる 3品 佐藤悦子 鎌ヶ谷市 

銅賞 ふんわりＳｏＢａしゅうまい 大森美喜 目黒区 

 

⑧  そばロス ZEROの推進 

 食品ロス削減は世界的な課題であり、食料の多くを輸入に依存している日本と

しても重要な課題であるとして、「食品ロス削減の推進に関する法律案」が、今国

会に超党派の議員立法として提案、可決され、昨年１０月に施行されました。 

 NPO法人そばネット埼玉としても「そば打ちは食べきって完結」であり、大切なそ

ば粉を無駄にしないための意識向上を広げていくため、昨年度「そばロス ZERO

キャンぺーン」としてタイトル・標語・川柳を公募し、会員による投票により優秀作

品を決定し、広報文書などに活用しております。 

 今年度は、さらに、意識向上の成果を着実に進展させていく予定でありました

が、実施できず、来年度、そばロス ZERO の実践事例を公募し、「そばロス ZERO

事例集」の作成、頒布等を実施することにしました。 

 

⑨  そばアレルギーへの対応 

 手打ちそばのイベントにおける「そばアレルギー」に対する主催者としての対応

として、そば打ち大会における会場からそば粉の拡散を防ぐため、ドアの開閉の

徹底、成果品の展示を室内で行うなどを徹底してまいりましたが、引き続きマニュ

アル作成の検討を進めていきます。 

 

 2）手打ちそばを通じた食育事業 

      例年開催していた「親子そば打ち体験教室」はお休みとなりました。 

 

3）第 10回会員対抗そば打ち交流大会の開催 

    NPO 法人そばネット埼玉は、日本の伝統食文化である“手打ちそば”の継承・発展の

ための事業を推進すること及び「手打そば愛好家の交流の場」の創出がメインであ

り、会員の技術向上と交流推進のため第 10 回会員そば打ち対抗選手権大会」を下

記日程で開催することとしておりましたが、新型コロナウィルス感染者数が埼玉県で

も拡大してきたことにより延期することとしました。 
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 4) 他団体との友好交流協定、交流事業の推進 

   そば食文化友好交流を広く推進するため、近隣の広域そば関連団体（群馬奥利根連

合そば会、千葉県そば推進協議会、千葉手打ち蕎麦の会）との交流を促進を図るため、

平成 28 年 3 月 26 日に友好交流協定を締結しており、4 団体合流のそば打ち交流会

を毎年持ち回りで開催しています。 

今年度は、群馬奥利根連合そば会が主管して下記のとおり開催されました。 

    

   開催日  令和元年 11月 12日（火）～13日（水） 
会  場  沼田市利根観光会館 

 

5） 令和 2年度に設立 15周年を迎えるにあたる事業指針の策定等 

  15 周年を機に、さらなる発展のための事業活動の方向性等を検討する中で、一般社

団法人全麺協との関係が悪化してきたことにより、「設立１５周年改革案」をまとめ、令

和２年岩塩度限りで全麺協を退会し、法人の名称を「特定非営利活動法人そばネット

ジャパン」として独自の事業を展開することといたしました。 

 

6） 埼玉県県民活動総合センターを運営する公益財団法人いきいき埼玉が主催する

生活趣味講座で「本格そば打ち講座」の運営を受託しました。 

   開催日：令和 2年 1月 26日、2月 2日、9日（すべて日曜日） 

会 場：埼玉県県民活動総合センター料理研修室 

対 象：一般県民 午前、午後各 9人 

 

7） その他    

① ホームページによる会員への情報提供 

そばネットの事業はもとより全麺協や他のそば関連団体のイベント情報などを

きめ細かく掲載する。 

 

② インターネットメールによる情報の相互交流 

必要な会員への情報はメールにより迅速に提供するとともに、人そばネットの事

業活動等への意見を受けております。 

 

③ 役員会の開催 

事業を円滑に推進するため、原則月 1回の役員会を開催しました。 

今年度は１０回開催し、その議事録は全て HPに掲載しております。 

④ 評議員会の開催 

団体正会員を評議員と位置付け、団体間の連携を密にするため評議員会議を

開催したが、今年度も最低年 1 回は開催することとしており、今年度は、「そば

ネット１５年改革案」を協議するため１２月２７日に開催し、そばネットジャパンへ

の移行案が了承されました。 
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    ⑤ 臨時総会の開催 

        上記評議員会で承認された「そばネット１５年改革案」は、団体名称、事業内

容の変更により定款の改正が必要であることから、１月１６日に臨時総会を開

催し、改革案の承認、定款改正の議決を出席者総員（委任状を含む。）の議決

をいただき、４月１日にＮＰＯそばネットジャパンとして新たなページを開くことに

なりました。 

7



第２号議案

Ⅰ　収入の部 （単位：円）

令和元年度 令和元年度

大科目 中科目 小科目 予算額 決算額

１　会費収入 ※1

団体会員会費 480,000 470,000 10,000 47団体

個人会員会費 360,000 320,000 40,000 160人

賛助会員会費 35,000 40,000 -5,000 7団体

全麺協会費（預り金） 500,000 438,000 62,000 219人

会費収入計 1,375,000 1,268,000 107,000

２　事業収入

総会収入 0 0 0

素人そば打ち段位認定大会 初・二段位 667,000 761,860 -94,860 受験者105人（初段61　二段44）　出店料等

三段位 840,000 40,000 800,000 受験者82人　　▼中止.受験料返還78人

小計 1,507,000 801,860 705,140

手打ちそばアカデミー 400,000 331,000 69,000 参加者186人（38回56人　39回78人　40回52人）

そば打ち指導者養成道場 4,992,000 5,037,000 -45,000 受講者210人（Ⅰ期53　Ⅱ期62　Ⅲ期50　Ⅳ期45）　追加受講料  休講返戻分11人

会員対抗選手権大会 460,000 307,000 153,000 65組（個人29　ペア13　団体23）　　▼延期の為、預り金扱い

そば料理コンテスト 48,000 38,000 10,000 19品（17人）

県民活動総合センターイベント 280,000 248,400 31,600 フェスティバル11.16-17（228食）　そば打ち教室1.26/2.2/2.9（18人×3日）

全日本そば打ちマスターズ大会 564,000 605,530 -41,530 参加者58人　宿泊・交流会・弁当・出店料等

全日本さらしなそば打ち名人大会 268,000 192,990 75,010 参加者40人(さらしな24 変わり16）出店・宿泊料等

そば粉等の販売 6,800,000 5,593,221 1,206,779 指導者養成道場 会員販売　練習用（三段　初二段　マスターズ）等　

道具等の販売 500,000 145,400 354,600 エンボス麺棒 前掛　ポロシャツ等 

図書等の販売 25,000 0 25,000

DVDの販売 40,000 0 40,000

計 15,884,000 13,300,401 2,583,599

子供そば打ち体験教室 0 0 0

親子そば打ち体験教室 0 0 0

計 0 0 0

4団体交流大会 0 0 0

事業収入計 15,884,000 13,300,401 2,583,599

３　助成金収入 0 0 0

４　寄付金収入 0 0 0

５　繰入金 250,000 276,418 -26,418 電話料　ｺﾝﾃﾅ倉庫賃料　廃棄物処理料　印刷代等

６　雑収入 10,000 20,237 -10,237 預金利息　四段認定会関係

当期収入合計 (A) 17,519,000 14,865,056 2,653,944

前期繰越収支差額 (B) 2,625,458 2,625,458 0

収　入　合　計 (C)=(A)+(B) 20,144,458 17,490,514 2,653,944

※1　01年度　前受金　（01年度収入に含まず）

団体会員会費（前受金） 0 0

個人会員会費（前受金） 3 6,000

計 6,000

※2　01年度　前払金　（01年度支出に含まず）

第15回通常総会 5/24 4,560

会員対抗大会 5/2~3 93,500

さらしな名人大会 6/26~27 53,400

マスターズ大会 9/26~27 82,480

計 233,940

※3　粉仕入総額内訳（そば粉・中力粉・打粉・さらしな粉）

事業使用粉（指導者・認定会・大会等） 1,491,233

販売用粉（指導者・会員・認定会・大会等） 4,716,619

計 6,207,852

手打ちそばを通じた
食育活動収入

令和元年度　ＮＰＯそばネット埼玉　活動決算報告書（案）

平成３１年４月１日　から　令和２年３月３１日

勘定科目
差額 付　　　記

手打ちそば普及・啓
発活動事業収入
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第２号議案

Ⅱ　支出の部

勘定科目 令和元年度 令和元年度 差額 付　　　記

大科目 中科目 小科目 予算額 決算額

１　事業費 ※2

総会費 13,000 24,526 -11,526 臨時総会経費1.16（会議室利用料・飲料等）

素人そば打ち段位認定大会 初・二段位 500,000 466,659 33,341 施設利用料1.17-19　道具賃借料　レンタカー料　決定通知　 審査員交通費等

三段位 490,000 131,160 358,840 施設利用料3.13-15　決定通知　 審査員資料・粉等　　▼中止.通知80通

小計 990,000 597,819 392,181

手打ちそばアカデミー 330,000 405,849 -75,849 施設利用料　講演者報酬　講演者交通費　道具賃借料等　　

そば打ち指導者養成道場 1,400,000 1,317,954 82,046 講師旅費交通費　ポリ袋等

会員対抗選手権大会 540,000 150 539,850 施設利用料3.28-29等　　▼施設ｷｬﾝｾﾙ料全額返還

そば料理コンテスト 120,000 149,206 -29,206 施設利用料2.11　審査員報酬　要項通知　賞品　参加賞等

県活イベント 240,000 217,541 22,459 道具賃借料　交通費　昼食代　レンタカー使用料　試食材料費等

全日本そば打ちマスターズ大会 700,000 840,028 -140,028 施設利用料9.7-8　道具賃借料　レンタカー料　決定通知　賞品　参加賞　横断幕等

全日本さらしなそば打ち名人大会 450,000 357,260 92,740 施設利用料6.21-22　審査員報酬　賞品・参加賞  レンタカー　道具賃貸料等

そば粉等の仕入費 7,480,000 6,207,852 1,272,148 そば5072k　中力1363k　打1652k　更科32k　白雪197k　　※3

道具等の仕入費 200,000 7,288 192,712 ハッピ

図書等の仕入費 25,000 0 25,000

ＤVD等の仕入費 80,000 0 80,000

計 12,568,000 10,125,473 2,442,527

子供そば打ち体験教室 0 0 0

親子そば打ち体験教室 0 0 0

計 0 0 0

4団体交流大会 0 0 0

そばロスZERO推進 100,000 1,476 98,524 募集経費　事例集作製費

事業費計 12,668,000 10,126,949 2,541,051

２　管理費

　　事務所賃借料 533,000 537,678 -4,678 12ヵ月分　（事務所負担金・ｺﾝﾃﾅ倉庫賃料）　

　　旅費交通費 730,000 949,620 -219,620 役員交通費（上期分・下期分）　その他交通費

　　光熱水費 77,000 74,670 2,330 12ヵ月分　（公共費負担金）

　　廃棄物処理料 90,720 91,560 -840 12ヵ月分　

　　備品費 0 0 0

　　消耗品費 550,000 935,736 -385,736 プリンター（リース料・使用料） Dropbox使用料　事務消耗品　食事代等

　　手数料 45,000 57,216 -12,216 12ヵ月分（ビジネスダイレクト）　口座振込手数料　

　　通信費 220,000 202,326 17,674 12ヵ月分（固定電話.携帯　ＦＡＸ回線利用料）　切手代　宅配料等

　　税理士報酬 186,000 193,127 -7,127 12ヵ月分　30年度決算書作成費

　　保険料 35,600 38,100 -2,500 団体障害保険料（1年）　企業財産総合保険（3年）

　　日当 1,600,000 1,207,780 392,220 12ヵ月分（事務局員4人）

　　会議費 90,000 118,381 -28,381 評議員会経費　臨時総会費　役員会議　事務局会議費

管理費計 4,157,320 4,406,194 -248,874

３　負担金等

　　全麺協会費 520,000 458,000 62,000 個人会費（219人分）団体会員費　東日本支部会費　

　　アジア麻薬・貧困撲滅協会会費 0 0 0

　　商店会会費 10,000 10,000 0 2019年度会費

負担金計 530,000 468,000 62,000

４　交際費 20,000 43,369 -23,369 土産代　群馬交流会祝品　供物・弔電代  

５　租税公課

　　法人税 0 0 0 30年度分

　　法人県民税 20,000 20,000 0 30年度分

　　法人市民税 50,000 50,000 0 30年度分

　　消費税 9,000 -44,080 53,080 30年度分

　　源泉所得税 63,000 43,619 19,381 審査員報酬　講演者報酬　税理士報酬　

租税公課計 142,000 69,539 72,461

６　返還金 0 0 0

７　予備費 2,627,138 0 2,627,138

当期支出合計 (D) 20,144,458 15,114,051 5,030,407

当期収支差額 (E)=(A)-(D) 0 -248,995 248,995

次期繰越収支差額 (F)=(C)-(D) 0 2,376,463 -2,376,463

支　出　合　計 (D)+(F) 20,144,458 17,490,514 2,653,944

Ｆ＝現在残高

手打ちそば普及・啓
発活動事業支出

手打ちそばを通じた
食育活動支出
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監査講評 

平成３１年度(令和元年度)は、新型コロナ感染拡大の影響により、３月中に

実施予定であった 

 〇３段認定会 

 〇指導者養成道場 

 〇会員対抗選手権大会 

を中止せざるを得なかったが、それでも最終的には２４万円の赤字で留まっ

たことは大きく評価すべきであると考えます。 

しかしながら、令和２年度は、そばネットジャパンの輝かしい船出の年であ

る筈でありましたが、新型コロナによる緊急事態宣言の発令に始まり、現在

では、宣言は解除されたとは言え、新しい生活様式の実践が強く求められて

います。 

このため、従来とは異なる手法による事業の継続はもちろん、より一層費用

対効果を念頭に置いた事業を推進することが重要であると考えます。 
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第 3号議案 

 

令和２年度 事業計画（案） 
 

1 事業実施方針 

NPO 法人そばネット埼玉は設立１５年を迎える今年度、定款の目的に掲げる「伝統

食文化としての「手打ちそば」の普及・啓発を図るとともに「手打ちそば」を通して社会奉

仕活動を実践し、地域社会に貢献すること」を一層明確化し、全国の手打ちそば愛好者

との輪を広げていくため、名称を「ＮＰＯそばネットジャパン」（以下「そばネット」という。）

に改め、新たなるページを開きました。 

事業の３本柱として「交流」・「地域文化の継承・地域活力の向上」・「手打ちそば伝道

師の育成」を掲げてあり、この柱を密接に関連付けた事業を推進することにより、一人

一人の会員が「そば打ちを楽しみ、仲間と交流を図り、自らの人生に潤いをもたらしな

がら伝統食文化である手打ちそばの継承・発展に寄与する」ことになるものです。 

もちろん、◎会員のための会員による運営、◎会員の自主活動を尊重し、 事業へ

の参加も強制せず、緩やかな連合組織としたそばネットの基本理念は不変とし、◎会

員のための会員による運営を継続してまいります。 

 初年度となる今年度は、継続事業と新規事業が混在すること、さらに、新型コロナウィ

ルス感染防止対応により、どこまで順調に事業執行が可能なのか不透明な見通しであ

ります。 

 したがって、多くの会員と知恵を出し合って、焦らず、じっくりと取り組んでまいります。 

 

2 実施事業 

1）交流事業（兼食育事業） 

   ① みんなでソバ栽培【新規】 

 休耕地を活用したソバ栽培体験を通して生産者と会員の交流を図り、ソバの一粒

一粒が大切な食材であることを学び、理解し合うことより、健全なそば食文化の継

承・発展に寄与することを目的とするものです。 

 ア 実施内容 

   ソバの種まき、刈り入れ、製粉、そば打ち、試食など 

 イ 実施圃場 

   埼玉県桶川市加納 

 ウ 実施時期 

   令和２年８月から１１月 

 エ 参加対象者 

    会員及び家族等（小中学生の参加大歓迎） 

※ 詳細は後日公表する開催要項 

 

② 「手打ちそばアカデミーin さいたま」の開催 

会員がそばに関する幅広い知識を習得し、手打ちそばの普及活動に生かせる

よう昨年度までに４０回開催しており、今年度も引き続き開催しますが、新規事業
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として計画している「そば学検定事業」と密接に連携して開催する必要があり、下

記第４１回以降は、そば学検定事業の具体的な計画に合わせて開催することとし

ます。 

 

・ 第４１回 そば打ち技術交流会 

実施時期：令和２年９月２６日（土）午後 

会  場：埼玉県県民活動総合センター 

 

③ 「手打ちそば指導者養成講座」の開催 

   手打ちそばの普及に不可欠な“指導者”の養成を昨年度に引き続き実施します。 

   実施内容：1期 6回（3 ヶ月）、土・木３ｺｰｽで 4期実施します。 

   対象者 ：そばネット会員（団体・個人）でそば打ち教室等の指導者を目指す者 

   実施時期：年間（新型コロナウィルス感染拡大防止で１期は休講） 

   会  場：そばネットジャパンそば打ち道場 

    

④ 第４回全日本さらしなそば打ち名人大会の開催 

         さらしなそば打ちの普及を目指して開催しているこの大会も 3 回目となり、少し

ずつではあるがさらしなそば打ちの魅力を広げてきています。 

        さらに、さらしなそばをより楽しめることとして、芸術性を取り入れた「アートそば

打ち」も出現してきており、今後の発展が期待されます。 

 開催日：令和２年度中（６月２０日（土）を予定していましたが延期しました。） 

 会 場：埼玉県県民活動総合センター 

 内 容：さらしな外二の部 さらしな変わりそばの部 

 

⑤ 第２回全日本そば打ちマスターズ大会の開催 

 日本の高齢化が進む中、高齢者がいつまでも楽しくそば打ちを続けれられるた

めに、「全日本シニアそば打ち選手権大会」を 3 回、発展的に「全日本シニアそ

ば打ち達人大会」を 2 回開催してきましたが、より多くの世代が参加できること、

年齢別に連続して参加できることが望ましいとして、昨年度から「全日本そば打

ちマスターズ大会」として開催しています。 

 開催日：令和２年９月２７日（日） 

 会 場：埼玉県県民活動総合センター 

年齢 60～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90～ 
クラス SJ S SS G GG GGG 

 

⑥ 第８回全日本創作そば料理コンテストの開催 

  手打ちそば愛好家だけでなく、「そば」が身近な料理として、多くの人々に愛さ

れる食材として利用されることを目指して、全国に発信するそば料理コンテスト

を開催します。 

  開催日：令和３年２月１１日（木） 

会  場：埼玉県県民活動総合センター 
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対  象：全国（外国も可）、プロ・アマを問わず 

 

    ⑦ 第１０回会員対抗そば打ち交流大会の開催 

       そばネットは、日本の伝統食文化である“手打ちそば”の継承・発展のための事

業を推進すること及び「手打そば愛好家の交流の場」の創出がメインであり、会

員の技術向上と交流推進のため第１０回会員そば打ち対抗選手権大会」を開催

します。 

       例年、年度の締めの位置づけで３月に開催していますが、今年は、新型コロナ

ウィルス感染拡大で５月に延期をしましたが、それも緊急事態宣言が発動され、

結局中止せざるを得ませんでしたので、なんとか開催できる環境になることを祈

るばかりです。 

今回は、第１０回記念大会と位置づけ、一層の交流が図れる内容として開催しま

す。 

    開催日：令和３年３月２７日（土）～２８日（日） 

会  場：埼玉県県民活動総合センター 

     団体・ペア・個人戦及び 10回記念交流親睦会を実施する。 

 

 

  ２） 地域文化の継承・地域活力の向上事業【新規】 

    ① 地域で活躍する団体、個人の顕彰等 

継続的でユニークなボランティア活動を実施している団体、個人等を推薦・評価を

通して表彰します。 

② 各地の郷土そばの紹介を順次ＨＰで紹介します。【新規】 

③ 各地域におけるそばイベントをＨＰで紹介します。【新規】 

 

  ３） そばづくりスト技能検定【新規】 

     この事業は手打ちそば伝道師制度として、手打ちそばを自ら楽しみ、そば打ちの技

能を学ぶための道しるべとなる検定制度です。 

      制度開始初年度でもありますが、すべての段位について検定が可能となるよう努

めることとします。 

    ① 直轄技能検定会 

ア 第１回そばづくりスト総合技能検定会 

開催日 令和３年１月１６日（土）、１７日（日） 

会 場  埼玉県県民活動総合センター 

      イ 第２回そばづくりスト総合技能検定会 

開催日 令和３年３月１３日（土）、１４日（日） 

会 場  埼玉県県民活動総合センター 

 

    ② 会員技能検定会 

       会員主催、そばネット後援で開催するもので、今年度会員からの要請を受けて、

地域性などを考慮して開催します。 
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    ③ 公認そば打ち道場技能検定 

       一定の要件を満たして公認そば打ち道場として指定された会員が、そば打ち教

室や会員指導などの過程で、随時少人数による技能検定を初二段に限って実施

することができるものです。 

 

   ④ 師範、准師範任用特別研修会 

     師範、准師範については、基本的にそば学検定と併せて任用することとしているが、

草創期の特例として、候補者を対象に研修会を開催し、任用特別研修会を開催するも

のです。 

 

 ４） そばづくりストそば学検定【新規】 

    ４月に発行したパンフレットに掲載したとおり、教科は７科目とし、今年度３科目を実

施、２０２１年度２科目追加、２０２３年度年度に７科目とすることで進めており、今年度

の科目の執筆者、講師を依頼しており、準備が整い次第受講生の公募を開始します。 

 

 ５） そばロス ZEROの推進 

食品ロス削減は世界的な課題であり、食料の多くを輸入に依存している日本として

も重要な課題であるとして、昨年１０月「食品ロス削減の推進に関する法律」が施行さ

れました。 

そばネットとしても「そば打ちは食べきって完結」であり、大切なそば粉を無駄にしな

いための意識向上を広げていくため、２０１８年度に「そばロス ZERO キャンぺーン」とし

てタイトル・標語・川柳を公募し、会員による投票により優秀作品を決定し、広報文書な

どに活用しております。 

 今年度は、さらに、意識向上の成果を着実に進展させていくための事業を展開

していきます。 

 

実施時期 令和２年１０月 

実施内容 そばロス ZERO の実践事例を公募し、「そばロス ZERO 事例集」の作

成、頒布など。 

 

６） そばアレルギーへの対応 

 手打ちそばのイベントにおける「そばアレルギー」に対する主催者としての対応

マニュアル作成の検討を進めていきます。 

 

 ７） 手打ちそばを通じた食育事業 

        未来を担う子供たちに、手打ちそばを通じて“食の大切さ”“手作りの食の楽しさ”を

伝える事業を展開します。 

 令和３年３月開催予定 

 

８） 埼玉県県民活動総合センターを運営する公益財団法人いきいき埼玉が主催す
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る生活趣味講座で「本格そば打ち講座」の運営を受託します。 

    

開催日：令和３年 ２月 3回 

会 場：埼玉県県民活動総合センター 料理研修室 

対 象：一般県民 午前、午後各 12人 

 

9） 手打ちそば伝道師活動顕彰制度の推進 

   交流事業への参加、所属団体での社会福祉施設訪問など、会員の多様なそばを通

じての活動全般に単位を付与し、その単位数に応じた顕彰のため「そばづくりスト活動

ノート（仮称）」の作成、頒布をします。 

 

３ その他    

① ホームページによる会員への情報提供 

そばネットの事業はもとより、会員や他のそば関連団体のイベント情報などをき

め細かく掲載すます。 

② インターネットメールによる情報の相互交流 

必要な会員への情報はメールにより迅速に提供するとともに、そばネットの事業

活動等への意見を受けます。 

③ 役員会の開催 

事業を円滑に推進するため、原則月 1回の役員会を開催します。 

また、必要に応じて適時開催すること、新型コロナウィルス禍のような事態でも

開催できるように WEB会議など費用対効果を含めて活用を検討していきます。 

④ 評議員会の開催 

団体正会員を評議員と位置付け、団体間の連携を密にするため評議員会議を

開催しており、今年度も最低年 1回は開催します。 
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第4号議案

Ⅰ　収入の部 （単位：円）

令和2年度 令和元年度

大科目 中科目 小科目 予算額 決算額

１　会費収入

団体会員会費 500,000 470,000 30,000 50団体

個人会員会費 360,000 320,000 40,000 180人

賛助会員会費 35,000 40,000 -5,000 7団体

会費収入計 895,000 830,000 65,000

２　事業収入

総会収入 0 0 0

伝道師制度 技能検定（直轄開催） 初段 210,000 - - 受験者30人　受験料7,000円

二段 240,000 - - 受験者30人　受験料8,000円

三段 240,000 - - 受験者30人　受験料8,000円

四段 240,000 - - 受験者30人　受験料8,000円

五段 240,000 - - 受験者30人　受験料8,000円

六段 300,000 - - 受験者30人　受験料10,000円

小計 1,470,000 - - 受験者合計180人

そば学検定 1,000,000 - - 受講料、テキスト代、講座受講料等

技能検定段位認定料（直轄） 1,150,000 - - 合格者150人　認定料5,0000円　特別編入認定者200人（2,000円）

技能検定段位認定料（団体正会員） 240,000 - - 2団体正会員(30人×2）＝60人　認定料4,000円

技能検定段位認定料（公認道場） 240,000 - - 3道場（20人×3）＝60人　認定料4,000円

会員検定会開催公認料 40,000 - - 2団体正会員　公認料20,000円

師範・准師範任用特別研修会 900,000 - - 参加者60人（30人×2回）　研修費15,000円

計 5,040,000 - -

交流事業 手打ちそばアカデミー 450,000 331,000 119,000 3回（150,000円/回）

手打ちそば指導者養成講座 3,240,000 5,037,000 受講者45人（木A 21人　土15人　木B 9人）×3期＝135人（24,000円）

全日本さらしなそば打ち名人大会 240,000 192,990 47,010 未定

全日本そば打ちマスターズ大会 480,000 605,530 -125,530 60人（8,000円）

全日本創作そば料理コンテスト 60,000 38,000 22,000 20品（3,000円）

会員対抗そば打ち交流大会 420,000 307,000 113,000 参加者84人分（個人48人　ペア12組　団体24組）

県民活動総合センターイベント 270,000 248,400 21,600 フェスティバル　手打ちそば教室

全国交流大会 0 0 0

その他 30,000 - - みんなでソバ栽培等

そば粉等の販売 3,000,000 5,593,221 -2,593,221

道具等の販売 600,000 145,400 454,600 200本

図書等の販売 100,000 0 100,000 図書・DVD等

計 8,890,000 12,498,541 -3,608,541

事業収入計 13,930,000 13,300,401 629,599

３　助成金収入 0 0 0

４　寄付金収入 0 0 0

５　繰入金 250,000 276,418 -26,418 電話料　ｺﾝﾃﾅ倉庫賃料　廃棄物処理料　印刷代等

６　雑収入 20,000 20,237 -237 預金利息等

当期収入合計 (A) 15,095,000 14,865,056 229,944

前期繰越収支差額 (B) 2,376,463 2,625,458 -248,995

収　入　合　計 (C)=(A)+(B) 17,471,463 17,490,514 -19,051

令和２年度　ＮＰＯそばネットジャパン　活動予算書（案）

令和２年４月１日　から　令和3年3月31日

勘定科目
差額 付　　　記

初段から六段まで人数
割りは柔軟に対応し、
1月及び3月に開催する
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第4号議案

Ⅱ　支出の部　
勘定科目 令和2年度 令和元年度 差額 付　　　記

大科目 中科目 小科目 予算額 決算額

１　事業費

総会 0 0 0

伝道師制度 技能検定 総合検定会1 500,000 - - 施設利用料　 審査員報酬・交通費 道具賃借料   交通費　レンタカー等

総合検定会2 500,000 - - 施設利用料　 審査員報酬・交通費 道具賃借料   交通費　レンタカー等

小計 1,000,000 - -

学術検定 600,000 - - 教材執筆費　教材作成費

段位認定 150,000 - - 認定証・カード発行

師範・准師範任用特別研修会 650,000 2回開催

計 3,400,000 - -

交流事業 手打ちそばアカデミー 270,000 405,849 -135,849 3回（施設利用料　講演者報酬・交通費　講師交通費　道具賃借料等）

手打ちそば指導者養成講座 1,320,000 1,317,954 2,046 講師旅費交通費　雑費等

全日本さらしなそば打ち名人大会 300,000 357,260 -57,260 施設利用料　審査員報酬・交通費 　賞品・参加賞  道具賃借料　 レンタカー等

全日本そば打ちマスターズ大会 480,000 840,028 -360,028 施設利用料　審査員報酬・交通費 　賞品・参加賞  道具賃借料　 レンタカー等

全日本創作そば料理コンテスト 120,000 149,206 -29,206 施設利用料　審査員報酬・交通費　賞品・参加賞等　

会員対抗そば打ち交流大会 420,000 150 419,850 施設利用料　審査員交通費 　賞品・参加賞  道具賃借料　 レンタカー等

県民活動総合センターイベント 240,000 217,541 22,459 祭り・そば打ち教室（交通費 食材費 　道具賃借料　レンタカー 等）

全国交流会 0 0 0

その他 100,000 - - みんなでソバ栽培　伝道師活動顕彰関係等

そば粉等の仕入 3,540,000 6,207,852 -2,667,852 そば粉2600ｋ　更科500k　中力粉800k　打粉900k

道具等の仕入 580,000 7,288 572,712 エンボス麺棒300本

図書等の仕入 200,000 0 200,000

計 7,570,000 9,503,128 -1,933,128

そばロスZERO推進 20,000 1,476 18,524

事業費計 10,990,000 10,126,949 863,051

２　管理費

　　事務所賃借料 540,000 537,678 2,322 12ヵ月分　（事務所負担金・ｺﾝﾃﾅ倉庫賃料）　

　　旅費交通費 400,000 949,620 -549,620 役員交通費（上期・下期分）※　一般交通費　　※集合会議は隔月

　　光熱水費 75,000 74,670 330 12ヵ月分　（公共費負担金）

　　廃棄物処理料 93,000 91,560 1,440 12ヵ月分　

　　備品費 0 0 0

　　消耗品費 900,000 935,736 -35,736 プリンター（リース料・使用料） Dropbox使用料　事務消耗品　食事代等

　　手数料 100,000 57,216 42,784 12ヵ月分（ビジネスダイレクト）　口座振込手数料　

　　通信費 300,000 202,326 97,674 12ヵ月分（固定電話.携帯　ＦＡＸ回線利用料）　切手代　宅配料等

　　税理士報酬 212,000 193,127 18,873 12ヵ月分　01年度決算書作成費

　　保険料 30,000 38,100 -8,100 団体障害保険料（1年）　企業財産総合保険（3年）

　　日当 1,200,000 1,207,780 -7,780 12ヵ月分（事務局員4人）

　　会議費 80,000 118,381 -38,381 評議員会経費　役員会議　事務局会議費

管理費計 3,930,000 4,406,194 -476,194

３　負担金等

　　商店会会費 10,000 10,000 0

負担金計 10,000 10,000 0

４　交際費 40,000 43,369 -3,369 土産代等  

５　租税公課

　　法人税 0 0 0 01年度分

　　法人県民税 20,000 20,000 0 01年度分

　　法人市民税 50,000 50,000 0 01年度分

　　消費税 0 -44,080 44,080 01年度分

　　源泉所得税 50,000 43,619 6,381 審査員報酬　講演者報酬　税理士報酬　

租税公課計 120,000 69,539 50,461

６　返還金 0 0 0

７　予備費 2,381,463 0 2,381,463

当期支出合計 (D) 17,471,463 15,114,051 2,357,412

当期収支差額 (E)=(A)-(D) 0 -248,995 248,995

次期繰越収支差額 (F)=(C)-(D) 0 2,376,463 -2,376,463

支　出　合　計 (D)+(F) 17,471,463 17,490,514 -19,051

Ｆ＝現在残高
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第５号議案 

 

         役員（理事）選出について 

 理事は定款で定めた定数２０人であったが、本年１月２７日付けで理事萩原敏彦が辞任した

ため、後任の理事を選出するものです。 

 後任の理事の任期は定款第１５条第１項の規定により前任者の任期の残期間となっている

こと、萩原敏彦氏は団体正会員であるさいたま蕎麦打ち倶楽部から推薦されていることから、

後任についても、さいたま蕎麦打ち倶楽部から推薦を受けた下記の者を選出するするもので

す。 

  

  氏   名  小 川 英 次 

 

  任   期  令和３年５月２４日まで 

 

。 
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2020.6.10

ＮＯ 団体名 代表者 〒 所在地

1 上尾手打ちそば研究会 川口　雄 362-0022 上尾市瓦葺1752-5

2 いるま蕎麦打ち倶楽部 城　　幸夫 358-0013 入間市上藤沢406-30-1

3 浦和そば研究会 秋谷　信一 330-0063 さいたま市浦和区高砂4-6-2

4 小山手打ちそばの会 北山　正一 323-0007 小山市松沼518-8

5 北本蕎深会 深井　昭芳 364-0033 北本市本町7-49

6 清原手打ちそばの会 鈴田　孝行 321-3236 宇都宮市竹下町359-21

7 久喜そば倶楽部 田中　憲一 340-0143 幸手市長間144番

8 ＮＰＯ法人　熊谷そば打ち会 高橋　侑一 360-0037 熊谷市筑波1-49

9 圏央手打そばクラブ 樋口　正一 365-0024 鴻巣市常光１３２２

10 小原田そば同好会 佐藤　信義 963-8835 郡山市小原田4丁目8-11

11 こもれび蕎麦の会 林　久晴 270-1144 我孫子市東我孫子２－７－１５

12 さいたま蕎麦打ち倶楽部 野木　直衛 331-0843 さいたま市大宮区吉敷町4-261-5

13 下野そばの会 田部井　武 321-0932 宇都宮市平松本町286-3

14 １６そばの会 酒巻　佳郎 365-0054 鴻巣市大間2-11-6

15 松愛会そば打ち倶楽部 鈴木　昭夫 329-1103 宇都宮市東岡本町７４２－１９５

16 信州小諸　峰の蕎麦会 大池　久男 384-0022 小諸市松井1-1-27番地

17 杉戸麺打愛好会小川道場 小川　伊七 345-0037 杉戸町本島619

18 せいち庵そば打ち倶楽部 生沼　聖司 306-0234 古河市上辺見651

19 生命の森蕎麦打ち倶楽部 代市　一夫 297-0017 茂原市東郷８６４－２１

20 西部蕎麦連 小山　周三 359-1101 所沢市北中4-356-10

21 蕎麦打ち塾　雲水 遠藤　芳孝 226-0005 横浜市緑区竹山２４０１－１４７

22 そば打ち道場　和楽 古川　モト子 337-0053 さいたま市見沼区大和田町1-1469-8

23 そば塾　元右ｴ門 谷嶋　公夫 306-0211 古河市葛生1713-2

24 蕎麦道楽　野田弐八会 春日　良一 278-0051 野田市七光台405-108

25 そばネットひたち 村田　勉 316-0011 日立市塙山町１－３０－６

26 蕎麦の会「みかど」 海老沼　英男 321-0214 壬生町壬生甲３２０４－４

27 達磨工房秋そば倶楽部 富田　政博 361-0032 行田市佐間2-10-27

28 秩父そば打ち倶楽部 蕎楽館 上石　良雄 368-0031 秩父市上野町2番16号

29 つくば蕎麦愛好会 浅見　周司 305-0842 つくば市柳橋４９６ みずほの村市場内

30 土浦蕎麦同好会 武藤　剛 300-0341 稲敷郡阿見町うずら野２－２２－２８

31 恒持庵 坂本　始喜 368-0004 秩父市山田1633-2

32 東武そば打ち同好会 伊藤　敏一 345-0025 杉戸町清地2-10-7

33 所沢蕎麦打ち会 岸　正明 359-0021 所沢市東所沢３－１９－４－３０３

34 常路麺打ち愛好会 新嵜　照幸 359-1101 所沢市北中4-356-10

35 とちぎ蕎和会 小森　康弘 329-1104 宇都宮市下岡本町４５２５－２

36 那須手打ち蕎麦倶楽部 中原　功詞 325-0001 那須郡那須町高久甲3004-11

37 日光落合手打ちそばの会 山田　芳子 321-1107 日光市小代２８９－１６０

38 沼田そばの会 宮田　優一 378-0076 沼田市秋塚町１１３

39 野木手打ち蕎麦愛好会 町井　寛 329-0101 下都賀郡野木町友沼４６４５－４７

40 美食そば打ち会 工藤　春男 350-2213 鶴ヶ島市脚折110-7

41 北彩蕎麦の会 渡辺　俊文 369-0113 鴻巣市下忍３４４２

42 妻沼そば打ち会 三浦　洋三郎 360-0224 熊谷市日向１３５４－１８

43 (有)森ファームサービス 森　雅美 306-0128 古河市上片田420

44 弥七そば研究会 長嶋　光行 319-2414 常陸大宮市吉丸５４５－２

45 領家そば愛好会 針谷　努 330-0072 さいたま市浦和区領家７－４－５

46 分桜流･彩次郎蕎麦打ち会 渡部　隆夫 347-0063 加須市久下2-31-2
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団 体 名 代 表 者 〒 所 在 地 電話 営業内容
岡本木工所 岡本 繁樹 364-0005 埼玉県北本市本宿３－４８ 048-591-2309 そば道具製造・販売
笛木醤油株式会社 笛木 弘治 350-0152 埼玉県比企郡川島町上伊草660 049-297-0041 醤油製造販売
有限会社中村豊蔵商店 中村 要一 965-0003 福島県会津若松市一箕町八幡坂下甲1402 0242-22-1554 そば道具製造・販売
株式会社そばの坂本 坂本 勝之 074-0403 北海道雨竜郡幌加内町字下幌加内 0165-35-3211 そば栽培・製粉・販売
みなみ製粉株式会社 太田 道郎 005-0849 北海道札幌市南区石山612番地 011-591-1429 そば粉等製粉・販売
株式会社セキカワ 関川 徳雄 959-1288 新潟県燕市燕3395-73 0256-62-5825 そば道具製造・販売
株式会社 一孝庵 箱﨑孝治 651-1511 神戸市北区長尾町宅原２８５ 078-203-2290 玄そば、そば粉販売

2020.5.29

ＮＰＯそばネットジャパン　賛助会員名簿

21



 

 

 

 

そばロス ZERO タイトル・標語・川柳募集キャンペーン 

投票数 1 位作品  

タイトル部門 

「伝えよう そばの美味しさ 大事さを」  

 

標語部門  

「無駄しない ロス ZERO は けちじゃない」 

川柳部門  

「そばを打つ 蕎麦も亭主も 捨てちゃダメ」 

 

ＮＰＯそばネットジャパン 
（特定非営利活動法人そばネットジャパン）  

〒330-0843 さいたま市大宮区吉敷町 4-261-5 

ＴＥＬ 048-644-4466 

ＦＡＸ 048-885-7757 

ＵＲＬ http://www.sobanetjapan.com/ 

E-mail  nposobanet@gmail.com 

mailto:nposobanet@gmail.com
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